
i

もくじ

　
　
　

も
く
じ
◆
戦
国
・
織
豊
期
大
坂
の
都
市
史
的
研
究

序　

章  
 

3

第
一
部
　
中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道  

 

35

　
　

一　

古
代
の
道

　
　

二　

上
町
台
地
縁
辺
部
の
道

　
　

三　

上
町
台
地
上
の
道

　
　

四　
「
大
阪
」
の
地
名
に
つ
い
て

第
二
章　
『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
─
十
六
世
紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市  

 

68

　
　

一　
「
滄
海
津
鏡
」
と
関
連
す
る
「
万
里
長
歌
」「
天
使
紀
程
」
の
記
述

　
　

二　
「
滄
海
津
鏡
」
の
描
写
内
容
の
検
討

　
　

三　
「
滄
海
津
鏡
」
の
成
立
と
鄭
舜
功



ii

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造  

 

99

　
　

一　

難
波
津
か
ら
渡
辺
津
へ

　
　

二　

渡
辺
党
と
渡
辺

　
　

三　

渡
辺
の
歴
史
環
境
と
空
間
構
造

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
─
四
天
王
寺
を
中
心
に  

 

127

　
　

一　

四
天
王
寺
の
立
地

　
　

二　

四
天
王
寺
の
信
仰

　
　

三　

上
町
台
地
の
諸
信
仰
・
諸
寺
と
四
天
王
寺

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容  

 

151

　
　

一　

平
野
の
概
要

　
　

二　

発
掘
調
査
か
ら
み
た
空
間
構
造

　
　

三　

文
献
史
料
か
ら
み
た
社
会
構
造

第
二
部
　
寺
内
町
の
成
立
と
展
開

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
─
山
科
寺
内
町
を
軸
に  

 

175

　
　

一　

寺
内
町
と
は



iii

もくじ

　
　

二　
「
寺
内
」
の
空
間
構
造

　
　

三　

仏
法
領
と
「
寺
内
」

　
　

四　

本
願
寺
の
経
済
構
造

　
　

五　

吉
崎
と
山
科

　
　

六　

大
坂
と
山
科

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
─
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に  

 

200

　
　

一　
「
浄
照
坊
来
歴
」
に
み
る
開
創
伝
承

　
　

二　

法
円
の
大
坂
進
出

　
　

三　

二
幅
の
法
円
画
像

　
　

四　

河
内
か
ら
摂
津
・
和
泉
へ
─
─
本
願
寺
教
線
の
展
開
と
法
円
の
大
坂
進
出

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
─
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら  

 

234

　
　

一　

先
行
研
究
の
到
達
点

　
　

二　

検
討
を
要
す
る
課
題

　
　

三　

大
坂
寺
内
の
「
町
」

　
　

四　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
復
元



iv

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成  

 

275

　
　

一　

本
末
関
係
に
よ
る
結
集

　
　

二　

直
参
関
係
に
よ
る
結
集

　
　

三　

御
坊
の
動
向
と
そ
れ
へ
の
結
集

　
　

四　

定
専
坊
に
み
る
本
願
寺
へ
の
結
集

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向
─
摂
河
泉
を
中
心
に  

 

318

　
　

一　

織
田
政
権
期
の
寺
内
町

　
　

二　

豊
臣
政
権
期
の
寺
内
町

　
　

三　

徳
川
政
権
期
の
寺
内
町

　
　

四　

中
・
近
世
寺
内
町
の
構
造

第
三
部
　
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
─
初
期
を
中
心
に  

 

343

　
　

一　

秀
吉
の
大
坂
城
下
町
建
設
構
想

　
　

二　

城
下
町
建
設
の
実
態

　
　

三　

大
坂
城
下
町
の
構
造

　
　

四　

居
住
民
の
動
向



v

もくじ

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造  

 

376

　
　

一　

こ
れ
ま
で
の
空
間
構
造
研
究
の
成
果
と
課
題

　
　

二　

惣
構
に
つ
い
て

　
　

三　

第
四
期
工
事
と
三
ノ
丸
に
つ
い
て

　
　

四　

豊
臣
大
坂
城
の
縄
張
り
認
識

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地  

 

404

　
　

一　

武
家
屋
敷
・
武
家
地
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

　
　

二　

天
正
十
一
～
十
三
年（
第
一
期
：
本
丸
普
請
期
）の
動
向

　
　

三　

天
正
十
四
～
十
六
年（
第
二
期
：
二
ノ
丸
普
請
期
）の
動
向

　
　

四　

文
禄
三
～
五
年
頃（
第
三
期
：
惣
構
普
請
期
）の
動
向

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
─
城
南
寺
町
を
中
心
に  

 

446

　
　

一　

先
行
研
究
に
み
る
寺
町

　
　

二　

寺
町
の
成
立
と
構
造

　
　

三　

信
仰
面
か
ら
み
た
寺
町
─
─
真
宗
寺
院
を
め
ぐ
っ
て

　
　

四　

秀
吉
関
連
の
城
下
町
と
寺
町



vi

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換
─
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て  

 

487

　
　

一　
「
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
」
の
翻
刻
と
概
要

　
　

二　

高
津
屋
吉
右
衛
門
家
に
関
す
る
史
料

　
　

三　

大
坂
の
陣
か
ら
の
復
興

　
　

四　

徳
川
期
に
お
け
る
武
家
地
の
拡
大

補
論
１　
「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造  

 

505

　
　

一　
「
六
丁
目
」
丸
碗

　
　

二　
「
道
正
谷
七
町
目
」
木
簡

　
　

三　
「
八
丁
目
」
表
記

補
論
２　
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
─
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら  

 

516

　
　

一　
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討

　
　

二　

豊
臣
大
坂
城
を
「
石
山
」
と
呼
ぶ
史
料

　
　

三　

豊
臣
大
坂
城
を
「
石
山
」
と
称
す
る
理
由

結
論
と
展
望  

 

533

初
出
一
覧



vii

もくじ

あ
と
が
き

挿
図
出
典
一
覧

索
引



3

は
じ
め
に

　

本
書
は
「
戦
国
・
織
豊
期
大
坂
の
都
市
史
的
研
究
」
と
題
し
、
中
世
、
と
く
に
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂）1
（

が
都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
か
を
実
証
的
に
提
示
し
、
そ
の
う
え
で

わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る
大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　

現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
有
数
の
大
都
市
と
な
っ
た
大
阪
は
、
原
始
古
代
以
来
当
地
に
住
ま
っ
た
人
び
と
の
営
為
の
積
み
重
ね
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
都
市
と
し
て
の
淵
源
を
探
っ
て
み
る
と
、
直
接
的
に
は
徳
川
期
に
そ
れ
を
求
め
る
の
が
長
ら

く
通
説
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
た
。
徳
川
期
の
大
坂
は
江
戸
に
次
ぐ
第
二
の
人
口
規
模
を
誇
る
都
市
で
あ
り
、
町
人
の
町
・
経
済
の

町
と
い
う
現
在
で
も
大
阪
を
語
る
際
に
持
ち
出
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
一
定
の
事
実
は
、
主
と
し
て
こ
の
徳
川
期
の
大
坂
の
所
産
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
の
淵
源
は
確
実
に
豊
臣
期
の
大
坂
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
大
坂
に
は
羽
柴（
豊
臣
）秀
吉
が
天
正
十
一
年

（
一
五
八
三
）に
建
設
を
開
始
し
た
大
坂
城
と
大
坂
城
下
町）2
（

が
あ
っ
た
。
天
下
一
統
を
も
く
ろ
む
豊
臣
秀
吉
は
天
正
十
一
年
、
清
洲
会

序　

章



4

議
に
よ
っ
て
政
治
の
主
導
権
を
握
る
と
ま
も
な
く
自
ら
の
本
拠
を
大
坂
に
定
め
、
大
坂
城
下
町
を
営
ん
だ
。
そ
の
意
味
で
大
坂
城
下

町
は
大
阪
の
歴
史
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
近
世
と
い
う
時
代
の
幕
開
け
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
大
坂
城
下
町

の
研
究
は
、
日
本
史
全
体
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
重
要
性
を
認
め
る
に
し
て
も
、
こ
の
城
下
町
は
前
代
に
何
も
な
か
っ
た
場
所
に
突
然
姿
を

現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
以
来
、
難
波
宮
こ
そ
廃
絶
し
た
が
、
古
代
創
建
の
寺
院
が
性
格
を
変
え
な
が
ら
も
中
世
に
か
け
て
存

続
し
、
ま
た
中
世
の
王
権
や
武
家
政
権
も
そ
の
影
響
力
を
行
使
す
べ
く
当
地
に
介
入
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
を
も

と
に
、
当
地
で
は
性
格
を
異
に
す
る
中
世
都
市
の
存
立
・
盛
衰
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
都
市
が
醸
成
し
た
も
の
を
吸
収
あ

る
い
は
取
捨
選
択
し
、
さ
ら
に
新
た
な
要
素
を
加
え
る
こ
と
で
秀
吉
は
大
坂
城
下
町
を
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
当
地
で
の
都
市
形
成
の
背
景
と
し
て
、
大
阪
湾
に
臨
む
と
い
う
好
立
地
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

京
都
・
奈
良
を
含
む
内
陸
部
と
西
日
本
・
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
海
の
玄
関
口
と
し
て
、
大
坂
は
時
代
を
超
え
て
交
通
・
流
通
の
要
衝
と
し

て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
大
坂
を
め
ぐ
る
豊
か
な
内
在
的
・
外
在
的
諸
条
件
が
大
坂
に
先
進
的
な
都
市
を
育
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
こ
う
し
た
大
坂
の
都
市
に
つ
い
て
、
大
坂
の
中
世
都
市
・
本
願
寺
寺
内
町
・
豊
臣
大
坂
城
下
町
と
い
う
大
き
な
三
つ
の
く

く
り
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
課
題
の
検
討
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
世
か
ら
近
世
初
め
に
か
け
て
の
都
市
展
開
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　

な
お
、
本
書
は
原
則
的
に
文
献
史
学
の
立
場
に
立
っ
た
研
究
方
法
を
採
る
が
、
考
古
学
の
発
掘
成
果
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学

の
成
果
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
戦
国
・
豊
臣
期
の
大
坂
に
つ
い
て
物
語
る
文
献
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

と
り
わ
け
膨
大
な
件
数
の
発
掘
調
査
デ
ー
タ
は
、
こ
の
時
代
の
歴
史
復
元
に
は
も
は
や
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
あ
る
。



序　章

5

一　

中
世
都
市
と
そ
の
近
世
都
市
へ
の
移
行
を
ど
う
と
ら
え
る
か

　

最
初
に
、
都
市
史
に
お
け
る
大
坂
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
視
角
を
得
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
都
市
史
研
究
の
な
か
で
中
世
都
市
が
、

そ
し
て
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
の
移
行
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
き
た
い
。

　

都
市
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た
豊
田
武
は
、
都
市
の
展
開
を
時
系
列
に
沿
っ
て
古
代
都
市
、
封
建
都
市
、
近
代
都
市
と
整
理
し
、
さ

ら
に
初
期
封
建
都
市（
中
世
都
市
）の
諸
類
型
と
し
て
、
門
前
町
・
宿
場
町
・
港
町
・
城
下
町
を
抽
出
し
た）3
（

。
こ
れ
ら
類
型
が
指
摘
さ

れ
た
こ
と
で
、
中
世
都
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
の
都
市
核（
寺
社
や
武
家
勢
力
な
ど
）を
も
ち
、
多
様
な
存
在
形
態
を
も
つ
可
能
性
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
中
世
都
市
の
多
様
性
は
、
近
世
へ
の
都
市
展
開
、
と
り
わ
け
在
郷
町（
在ざ

い

方か
た

町ま
ち・
門
前
町
・
宿
場
町
・

港
町
な
ど
）を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
参
照
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
近
世
都
市
の
典
型
と
さ
れ
る
城
下
町
の
形
成
過
程
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
も
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
世
城
下
町
の
誕
生
に
は
中
世
都
市
が
お
よ
ぼ
し
た
影
響
が
具
体
的
に
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
豊
田
に
よ
る
多
様
な
中
世
都
市
類
型
の
抽
出
は
近
世
へ
の
都
市
展
開
を
考
え

る
う
え
で
も
重
要
な
提
起
と
な
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
概
念
的
分
類
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
都
市
で
複
数
の
性
格
を
も
つ
場
合
も
あ
り
、
内
実
は
単
純
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
類
型
は
あ
く
ま
で
検
討
の
道
し
る
べ

と
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
網
野
善
彦
が
「
無
縁
」「
公
界
」「
楽
」
と
い
う
中
世
社
会
の
原
理
に
注
目
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
広
範

に
都
市
的
場
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た）4
（

。
そ
れ
を
う
け
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
中
世
都
市
研
究
は
空

前
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。
網
野
は
社
会
に
お
け
る
分
業
は
早
く
よ
り
成
立
し
て
お
り
、
非
農
業
的
生
業
に
従
事
し
た
人
び
と
の

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
以
降
、
都
市
的
な
場
が
各
地
で
顕
著
に
発
達
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
中

世
で
は
都
市
の
存
在
は
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
が
、
中
世
社
会
の
あ
り
か
た
に
由
来
す
る
都
市
の
必
然
性
に
着
目
し
た
網
野
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の
発
言
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
各
地
で
の
研
究
事
例
が
相
次
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
小
島
道
裕
は
網
野
理
論
を
援
用
し
、
戦
国
城
下
町
が
大
名
の
主
従
制
に
も
と
づ
く
城
下
凝
集
域（
惣
構
内
）と

公
界
で
あ
る
周
縁
市
町（
惣
構
外
）の
二
元
的
構
造
を
有
し
、
そ
の
克
服
に
よ
っ
て
近
世
城
下
町
が
成
立
し
え
た
と
の
見
解
を
発
表
し

た
）
5
（

。
そ
れ
に
対
し
、
寺
社
社
会
を
も
含
む
多
元
性
・
分
散
性
に
中
世
都
市
の
特
徴
を
み
る
市
村
高
男
の
指
摘）6
（

や
、
市
町
を
公
界
と
み

る
こ
と
を
疑
問
視
し
、
城
下
町
へ
の
統
合
の
原
理
を
「
公
」
に
み
よ
う
と
す
る
仁
木
宏
の
指
摘
・
批
判
が
示
さ
れ
た）7
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
動
き
は
、
中
世
都
市
の
実
態
を
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
研
究
と
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
城
下
町
展
開
に
関
す
る
研

究
の
活
発
化
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
て
ゆ
く）8
（

。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
近
世
史
・
建
築
史
に
よ
る
都
市
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
牽
引
役
の
一
人
で
あ
る
吉
田
伸
之
は

都
市
を
分
業
の
所
産
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
過
程
で
誕
生
し
た
「
町
」
を
重
視
し
、
分
析
を
進
め
た
。
そ
の
う
え
で
中
近
世
都
市
に

共
通
す
る
都
市
性
の
抽
出
と
城
下
町
の
類
型
・
展
開
序
列
を
示
し
、
身
分
制
と
結
び
つ
け
た
城
下
町
の
分
節
構
造
論
を
提
起
し
た
の

で
あ
っ
た）9
（

。

　

吉
田
の
所
説
は
、
近
世
都
市（
城
下
町
）の
特
質
を
社
会
構
造（
と
く
に
「
町
」）と
結
び
つ
け
て
論
じ
、
そ
の
前
提
と
な
る
中
世
末

の
都
市
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
読
み
解
こ
う
と
し
て
お
り
、
中
世
都
市
の
分
析
作
業
に
も
重
要
か
つ
有
効
な
示
唆
を
与
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
吉
田
の
関
心
の
所
在
が
近
世
都
市（
城
下
町
）に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
中
世
都
市
へ
の
関
心
は
そ
の
要
素
の

淵
源
を
求
め
る
対
象
に
絞
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
吉
田
が
前
近
代
の
都
市（
伝
統
都
市
）と
し
て
の
類
型
を
都
城
と
城

下
町
に
限
っ
て
い
る
の
は）（1
（

、
そ
れ
と
は
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
近
世
都
市
の
分
節
構
造
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
町
人
地
・

武
家
地
・
寺
社
地
・
足
軽
町
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
・
織
田
期
・
豊
臣
期
の
都
市（
城
下
町
）研
究
の
深
化
を
踏
ま
え
た
跡
づ

け
作
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

建
築
史
の
成
果
と
し
て
は
、
玉
井
哲
雄
の
研
究
を
と
り
あ
げ
た
い
。
玉
井
は
近
世
都
市
空
間
の
特
質
を
論
じ
た
な
か
で
、
三
都
に
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お
い
て
は
、
中
世
都
市
の
住
人
が
関
与
し
て
で
き
あ
が
っ
た
長
方
形
街
区
・
短
冊
型
地
割
・
両
側
町
と
い
う
町
割
手
法
が
取
り
込
ま

れ
た
一
方
、
中
世
都
市
の
空
間
そ
の
も
の
は
近
世
へ
持
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
な
く
解
体
・
再
編
成
さ
れ
、
統
一
権
力
に
よ
る
武
家
地
・

寺
社
地
・
町
人
地
と
い
う
身
分
制
に
と
も
な
う
居
住
区
分
が
施
行
さ
れ
た
と
指
摘
し
た）（（
（

。
こ
う
し
た
街
区
構
造
や
都
市
プ
ラ
ン
へ
の

注
目
は
建
築
史
学
の
特
長
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
直
接
の
淵
源
を
求
め
て
中
世
都
市
の
空
間
構
造
へ
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
は
必

然
と
い
え
よ
う
。
都
市
空
間
は
当
該
都
市
の
社
会
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
景
観
・
建
造
物
を
含
め
研
究
を
深
め

て
い
る
建
築
史
学
の
成
果
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
考
古
学
に
つ
い
て
も
、
詳
細
は
省
く
が
、
発
掘
成
果
か
ら
復
元
さ
れ
る
都
市
プ

ラ
ン
や
都
市
生
活
の
実
相
面
で
参
考
に
す
べ
き
成
果
は
少
な
く
な
い）（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
う
け
、
現
在
、
中
世
都
市
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
が
仁
木
宏
で
あ
る
。
仁
木
は
中
世
史
研
究
の

立
場
か
ら
、
中
世
社
会
の
あ
り
か
た
を
前
提
に
展
開
し
た
多
様
な
都
市
・
都
市
的
場
に
精
力
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る）（1
（

。
た
と
え

ば
「
山
の
寺
」
は
そ
の
象
徴
的
な
テ
ー
マ
と
い
え
よ
う
。
仁
木
は
中
世
都
市
の
固
有
性
と
特
質
、
お
よ
び
そ
の
達
成
が
近
世
都
市
へ

と
継
承
さ
れ
る
側
面
を
重
視
す
る
点
に
研
究
視
角
上
の
大
き
な
特
徴
を
も
つ
が
、
個
別
都
市
研
究
が
進
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ

の
発
展
段
階
の
整
理
お
よ
び
理
論
立
て
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
中
世
都
市
研
究
全
体
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、
検
討
を

深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
世
都
市
を
考
え
る
際
に
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
に
宗
教
と
の
関
連
性
が
あ
る
。
さ
き
の
豊
田
武
の
類
型
に
戻
る
ま

で
も
な
く
、
中
世
都
市
と
宗
教
は
密
な
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
網
野
は
都
市
を
「
無
縁
」「
公
界
」「
楽
」
の
空
間
と
み
た
が
、

さ
ら
に
都
市
を
神
仏
が
支
配
し
て
い
た
空
間
と
し
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
商
業
・
金
融
活
動
、
お
よ
び
そ
こ
で
暮
ら
す
人
び
と

の
救
済
と
い
う
側
面
で
宗
教
は
都
市
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
と
の
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る）（1
（

。

　

伊
藤
毅
も
、
吉
田
伸
之
が
都
城
・
城
下
町
だ
け
を
類
型
と
し
た
前
近
代
都
市
の
な
か
に
中
世
都
市
を
再
定
置
す
る
作
業
を
お
こ
な

い
、
宗
教
都
市
と
交
易
都
市
を
中
世
都
市
の
類
型
と
し
て
提
起
し
た）（1
（

。
さ
ら
に
玉
井
哲
雄
も
中
世
都
市
の
多
く
が
宗
教
施
設（
寺
院
）
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を
核
と
し
て
い
た
と
し
、
中
世
都
市
を
宗
教
都
市
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る）（1
（

。
政
治
権
力
が
都
市
形
成
に
際
し
て
中
心

的
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
の
が
古
代
・
近
世
の
特
質
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
世
で
は
諸
権
門
や
共
同
体
の
存
在
が
主
導
性
を
も
つ

事
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
生
ま
れ
た
都
市
は
、
先
の
豊
田
の
指
摘
の
よ
う
に
細
分
化
が
可
能
で
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
共
通
項
を
括
り
出
そ
う
と
す
る
と
、
宗
教
が
掲
げ
ら
れ
る
の
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
寺
社
は
都
市
核
と
な
り
え
た
の
か
。
そ
こ
で
宗
教
が
果
た
し
た
役
割
は
具
体
的
に
何
だ
っ
た
の
か
。
実
の
と
こ
ろ
、

そ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
先
の
網
野
善
彦
の
指
摘
も
中
世

社
会
の
一
面
を
照
射
し
た
点
で
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
提
起
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
中
世
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
に

関
す
る
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
宗
教
と
都
市
の
か
か
わ
り
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う）（1
（

。

　

で
は
、
以
上
の
ふ
り
か
え
り
を
念
頭
に
、
古
代
末（
平
安
）か
ら
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
い
た
る
大
坂
の
都
市
研
究
史
と
そ
れ
に
関
連

す
る
主
要
な
先
行
研
究
を
、
全
般
的
な
研
究
と
個
別
都
市
研
究
に
分
け
て
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
具
体
的
な
課
題
の
抽
出
を

お
こ
な
う
。

二　

大
坂
の
都
市
史
研
究
の
歩
み
─
成
果
と
課
題

─

（
1
）　
全
般
的
研
究

　

大
坂
で
は
古
代
に
置
か
れ
た
難
波
宮
が
延
暦
三
年（
七
八
四
）に
停
廃
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
三
国
川
が
開
削
さ
れ
た
た

め
、
大
坂
を
経
由
せ
ず
し
て
京
都
と
瀬
戸
内
海
が
結
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
坂
は
衰
退
の
道
を
歩
ん
だ
と
の
見
方
が
長
ら
く
定
説
の

位
置
を
占
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
世
後
期
の
地
域
史
研
究
は
通
常
守
護
大
名
・
戦
国
大
名
を
軸
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

に
対
し
、
大
坂
の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
卓
越
し
た
大
名
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
地
域
全
体
を
捉
え
る
軸
が
作
り
に
く
か
っ
た
う
ら

み
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
世
大
坂
の
研
究
は
全
般
的
に
低
調
な
時
代
が
続
い
た
。
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本
書
は
著
者
が
大
阪
市
立
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
戦
国
・
織
豊
期
大
坂
の
都
市
史
的
研
究
」
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

　

定
年
退
職
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
年
齢
で
学
位
を
得
、
続
け
て
本
書
を
編
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
ひ
と
え
に
歴

史
の
道
を
志
し
て
以
来
、
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
ず
は
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。
そ
の
う
え
で
最
後
に
自
ら
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
本
書
に
い
た
る
著
者
の
関
心
の
経
過
を
述
べ
て
あ
と

が
き
に
か
え
た
い
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
故
郷
岩
手
県
で
高
校
三
年
生
と
な
り
進
路
を
考
え
て
い
た
際
、
ク
ラ
ス
の
副
担
任
で
あ
っ
た
中
村
三

千
男
先
生
か
ら
日
本
史（
古
代
史
）を
勉
強
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
関
西
が
良
い
と
薦
め
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
東
京
以
西
に
足

を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
が
大
阪
市
立
大
学
へ
入
学
し
、
関
西
で
の
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

年
は
中
村
先
生
の
大
学
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
筆
者
が
在
学
中
に
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
栄
原
永
遠
男
先
生
が

大
阪
市
立
大
学
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
偶
然
と
は
い
え
驚
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
栄
原
先

生
は
現
在
、
著
者
の
職
場
で
あ
る
大
阪
歴
史
博
物
館
の
館
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
博
士
論
文
の
執
筆
に
つ
い
て
も
早

く
か
ら
激
励
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
学
生
時
代
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
お
世
話
に
な
り
続
け
て
い
る
栄
原
先
生
に
は

感
謝
の
申
し
上
げ
よ
う
も
な
い
。

　

大
学
院
の
前
期
博
士
課
程（
修
士
課
程
）を
途
中
退
学
し
、
現
在
の
職
場
の
前
身
大
阪
市
立
博
物
館
に
学
芸
員
と
し
て

就
職
し
た
の
は
一
九
八
六
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
芸
員
の
道
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
の
は
故
大
月
明
先
生
で



557

あ と が き

あ
っ
た
。
古
代
・
中
世
史
担
当
の
学
芸
員
と
し
て
着
任
し
た
現
場
で
は
あ
っ
た
が
、
実
際
に
目
の
前
を
行
き
交
い
展
示

で
扱
う
の
は
摂
津
・
河
内
・
和
泉
地
域
ゆ
か
り
の
、
も
っ
ぱ
ら
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
歴
史
史
料
で
あ
り
、

近
代
以
降
の
史
料
に
触
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
地
域
博
物
館
と
い
う
現
場
の
宿
命
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
史
料
に
着
想
を
得
た
展
覧
会
を
担
当
す
る
う
ち
に
自
ら
の
関
心
も
大
阪
の
中
世
～
近
世
初
期
が
主
と
な
っ
て
い
っ

た
。

　

と
り
わ
け
戦
国
期
へ
の
関
心
を
強
く
も
っ
た
の
は
本
願
寺
の
歴
史
に
触
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
前
身
職
場

が
大
坂
本
願
寺
の
故
地
だ
っ
た
大
阪
城
本
丸
内
に
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
大
坂
本
願
寺
の
遺
構
は
地
中
に

埋
も
れ
そ
の
実
態
が
杳
と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
著
名
な
真
宗
寺
内
町
は
大
阪
周
辺
に
多
く

か
つ
真
宗
寺
院
自
体
も
大
阪
は
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
～
近
世
の
大
阪
の
歴
史
を
分
析
す
る
切
り
口
の
ひ
と

つ
と
し
て
本
願
寺
教
団
は
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
検
討
の
成
果
は
職
場
で
開
催
し
た
特

別
展
『
大
阪
の
町
と
本
願
寺
』（
一
九
九
六
年
）と
し
て
結
実
し
、
さ
ら
に
本
書
第
二
部
所
収
の
諸
論
文
が
生
ま
れ
、
仁

木
宏
氏
と
の
共
編
『
寺
内
町
の
研
究
』
全
三
巻（
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
）の
刊
行
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
過
程
に
お
い
て
、
門
外
漢
だ
っ
た
真
宗
史
に
つ
い
て
は
上
場
顕
雄
先
生
や
吉
井
克
信
氏
よ
り
多
く
の
ご
指
導
・

ご
教
示
を
頂
戴
す
る
と
と
も
に
、
寺
内
町
研
究
会
や
大
阪
真
宗
史
研
究
会
で
の
議
論
は
貴
重
な
勉
強
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

寺
内
町
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
都
市
史
へ
と
関
心
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
折
か
ら
学
界
で
も

都
市
史
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
て
お
り
、
大
坂
を
都
市
史
の
側
面
か
ら
ど
う
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
意
識
し

だ
し
た
。
そ
の
際
、
強
い
学
問
的
刺
激
を
受
け
る
場
と
な
っ
た
の
が
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
る
一
六
一
七
会
で
あ

る
。
仁
木
宏
氏
・
松
尾
信
裕
氏
・
山
上
雅
弘
氏
と
と
も
に
発
起
人
を
務
め
、
二
〇
〇
〇
年
に
活
動
を
開
始
し
た
こ
の
研

究
会
は
中
近
世
移
行
期
の
都
市
的
場
を
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
か
ら
多
角
的
に
検
討
す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。



558

こ
の
研
究
会
で
各
地
を
訪
れ
、
文
献
史
学
は
も
と
よ
り
考
古
学
・
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
・
城
郭
史
と
い
う
多
彩
な

研
究
者
と
の
交
流
か
ら
得
ら
れ
た
学
恩
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　

著
者
自
身
は
大
坂
周
辺
以
外
の
都
市
を
具
体
的
に
分
析
す
る
作
業
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
で
き
て
こ
な
か
っ
た
が
、

大
坂
の
特
質
を
考
え
る
う
え
で
比
較
す
べ
き
都
市
の
知
識
は
ま
ず
こ
の
研
究
会
で
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の

研
究
会
に
参
画
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の
財
産
だ
と
考
え
て
い
る
。
平
野
や
四
天
王
寺
、
寺
内
町
の
貝
塚
、
そ
し
て
大

坂
城
下
町
の
天
満
に
つ
い
て
は
こ
の
研
究
会
で
報
告
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
内
容
も
含
め
て
成
稿
し
た
論
文
が
本
書

の
第
一
部
・
第
三
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
都
市
史
へ
の
関
心
に
か
か
わ
っ
て
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
場
と
し
て
、
職
場
を
あ
げ
た
い
。
職
場

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
芸
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
考
古
学
・
建
築
史
学
を
専
門
と
す
る
同
僚
と
の

あ
い
だ
で
日
々
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
方
法
や
新
し
い
発
掘
・
研
究
成
果
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
で
き
る
の
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
特
に
都
市
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
こ
う
し
た
環
境
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

　

な
お
職
場
に
関
し
て
付
言
す
れ
ば
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
坂
研
究
の
素
材
を
身
近
に
も
っ
た

こ
と
も
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
特
に
資
料
担
当
と
し
て
普
段
か
ら
親
し
ん
で
い
る
絵
図
資
料
に
つ
い
て
は
、
元
来
自
ら
が

地
図
好
き
で
あ
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
そ
の
積
極
的
活
用
を
心
が
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
町
歩
き
や
古
道

歩
き
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
都
市
史
研
究
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

第
三
部
に
収
め
て
い
る
豊
臣
期
を
中
心
と
し
た
大
坂
城
下
町
に
関
連
す
る
研
究
は
自
分
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
新
し

い
時
期
に
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
世（
戦
国
期
）へ
向
け
ら
れ
て
い
た
関
心
が
、
続
く
時
代
で
あ
る
織

豊
期
へ
及
ん
で
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
豊
臣
期
の
大
坂
と
い
え
ば
大
坂
城
へ
の
関
心
の
高
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あ と が き

さ
に
比
し
て
城
下
町
は
特
に
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
少
な
い
こ
と
は
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
た
。
そ
の
一
方

で
発
掘
調
査
が
も
た
ら
す
考
古
学
の
研
究
は
着
実
に
蓄
積
を
増
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
諸
分
野
に
よ
る
議
論
が
お
こ
な

い
や
す
い
都
市
空
間
構
造
に
つ
い
て
文
献
史
料
に
よ
る
再
検
討
か
ら
と
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
都
市
は
空

間
の
み
の
検
討
で
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
空
間
構
造
は
社
会
構
造
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
空
間
構
造
を
解
明
す

る
こ
と
は
社
会
構
造
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
な
る
と
の
認
識
か
ら
、
ま
ず
は
空
間
構
造
に
重
き
を
お
い
た
研
究
に
着
手

し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
三
部
の
所
収
論
文
は
主
と
し
て
そ
の
作
業
の
成
果
で
あ
り
、
社
会
構
造
を
直
接
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
検
討
は
今
回
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

　

本
書
の
内
容
に
か
か
わ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
経
過
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
い
た
る
研
究
生
活
の
な
か
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け
自
分
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
考
え
る
大
き
な
機
会
と
な
っ
て
い
る

の
が
東
ア
ジ
ア（
特
に
韓
国
）の
研
究
者
と
の
交
流
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
以
降
、
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
物
を

あ
つ
か
う
展
覧
会
に
か
か
わ
っ
た
り
、
職
場
の
館
蔵
品
に
含
ま
れ
る
近
世
の
朝
鮮
通
信
使
関
連
資
料
を
担
当
し
た
り
す

る
な
か
で
現
在
で
も
日
常
的
に
交
流
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
彼
ら
の
母
国
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
こ
う
し
た
付
き
合
い
は
時
に
政
治
・
外
交
の
動
向
と
あ
い
ま
っ
て
精
神
的
な
負
担
に
な
る
場
合
も
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
日
常
的
な
職
場
業
務
や
研
究
に
お
い
て
視
野
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
な
か
で
、
歴
史
を
勉
強
す
る
こ

と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
日
本
、

韓
国
、
そ
の
他
諸
国
の
先
生
方
に
も
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い
。そ
し
て
こ
の
ほ
か
に
も
書
き
き
れ
な
い
数
多
く
の
経
験
・

機
会
が
底
流
と
な
っ
て
現
在
の
わ
た
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、
本
書
の
も
と
と
な
っ
た
博
士
論
文
は
母
校
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
市
立
大
学
は
現
在
、
日
本
に

お
け
る
都
市
史
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
諸
外
国
と
も
活
発
に
都
市
史
研
究
の
交
流
を
実
施
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
的
存



560

在
で
あ
る
。
そ
の
母
校
に
都
市
大
阪
を
対
象
に
し
た
博
士
論
文
を
提
出
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
主
査
を

務
め
て
い
た
だ
い
た
仁
木
宏
氏
を
は
じ
め
日
本
史
教
室
の
各
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
厳
し
く
か
つ
丁
寧
な
指
導
に
は
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
指
摘
を
充
分
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
８
Ｈ
Ｐ
５
０
８

６
）の
助
成
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
思
文
閣
出
版
に
は
大
部
の
原
稿
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
の
刊
行
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
り
、
編
集
部
の
三
浦
泰
保
氏
は
原
稿
の
不
十
分
な
点
を
丁
寧
に
ご
指
摘
い
た
だ
く
な
ど
、
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
っ
た
。

　

終
わ
り
に
私
事
で
は
あ
る
が
、
遠
く
大
阪
の
地
へ
の
進
学
を
認
め
て
く
れ
た
盛
岡
の
両
親
と
見
守
っ
て
く
れ
た
姉
、

そ
し
て
日
々
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
妻
と
二
人
の
子
ど
も
た
ち
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

二
〇
一
九
年
二
月
一
日 

堺
の
自
宅
に
て　
　

 

大
澤
研
一
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540～545,	550

富田		 196,	321,	328,	335,	336
富田林	 196,	321,	322,	328,	333,	334
富田坊	 289～292,	294,	300

な行

中島　　75,	76,	88,	111,	145,	241,	354,	355,	
466,	506,	541

中高野街道	 152
中津川	 73～75
中之島	 405,	548
長浜		 26,	476,	478,	514,	550
長堀		 389
長堀川	 549

長堀十丁目南輪	 549
長堀白髪町	 549
中丁		 242
中通		 54
長柄		 37,	100,	111,	419,	548
長柄橋	 76
長柄町	 362
流町		 158,	167
名護屋城	 430,	432
難波行宮	 102
難波小郡	 102
難波宮
	 	 4,	8,	15,	21,	37,	99～101,	127,	192,	534
難波離宮	 102
鯰江川	 356
西浦		 285
西寺町	 454,	456,	546
西宮		 73,	77,	79,	80
西町		 242,	246～248,	262,	267
西横堀	 41
日本一鼻之道場	 250～252,	258
沼島		 72,	73,	87,	88
猫間川	 382,	500
寝屋川	 263
農人橋筋	 546
農人橋通	 501
野江		 82
野田		 285
野田橋	 356
野堂町	 158,	162,	165,	167,	349

は行

八軒家浜	 36,	40,	99
八里		 285
八丁目寺町	 454,	462
八丁目中寺町
	 	 454,	456,	461,	462,	466,	468,	479
八丁目東寺町	 454,	456,	466～468,	470,	479
放出辻	 224
浜市		 14
浜街道	 87
浜ノ町	 362



viii

浄国寺	 456
浄照坊	 201,	202,	211～222,	227,	228,	285
上手堂	 117
定専坊
	 	 249,	281,	284,	285,	288,	289,	301～305
招提		 327
浄土堂	 50,	111,	112,	116,	117,	120,	138,	535
城南寺町　　26,	358,	456,	457,	466,	471,	479

～482,	512
白子町	 548
新開		 146,	224
真光寺	 280,	284,	285,	300
心斎橋筋	 510
真宗寺	 282,	285,	295
信証院	 295
新屋敷	 242,	246,	247,	252,	254～256,	258,	

261,	539
親鸞		 290
吹田		 73,	77～80
吹田川	 74,	88
鈴木町	 501
住吉		 39,	52,	53,	152,	346
住吉堺街道	 152
住吉社	 40,	41,	44～46,	53,	85,	114,	121,	131,	
138,	535

清光院	 45
摂津国衙
	 	 100,	102,	104,	107,	108,	112,	113,	121
摂津職	 102
施福寺	 145
善教寺	 285,	295
栴檀木橋筋	 510
専念寺	 451,	452
船場　　9,	17,	18,	40,	360～363,	419,	487,	506,	
510,	513,	546,	547

惣構　　6,	26,	158,	344,	345,	376～378,	380
～383,	 385,	 386,	 390,	 393～397,	 400,	
408,	415,	429,	457,	466,	468,	470,	471,	
495,	512,	525,	541,	542,	545

惣尻切町	 510
崇禅寺	 75
曾根崎村	 118

た行

大ヶ塚	 326,	327,	333
大地		 285
大名屋敷	 26,	344,	357,	364,	368,	388～390,	

394～396,	 404～408,	 415,	 419,	 421～
423,	426,	427,	429～432,	434,	435,	543,	
547,	548

太融寺	 103
内裏		 506
高田		 331
武久		 105
嶽山		 81
竹渕		 279
多田院	 145
谷町筋	 266,	501,	508
谷町二丁目	 359
谷町八丁目寺町　　348,	421,	454,	456,	458,	

461～463,	468,	479
玉造　　54,	405,	419,	487,	488,	492,	494～496,	
500,	545

田原本	 331
丹下		 285
短冊型地割	 7,	475
淡輪		 73,	83～87,	92
町　　6,	12,	16,	17,	19,	20,	22,	24,	178,	258
～263,	349,	370,	536,	539,	540,	544,	547

町人地　　6,	7,	357～359,	422,	426,	428,	543,	
544,	546

釣鐘町	 506
泥堂町	 158,	167,	349
出口		 228,	282,	283
出口坊	 289,	292,	294,	295,	300
豊島		 278
豊島郡	 102
豊島筵座	 146
寺町　　17,	19,	25,	26,	159,	348,	357,	358,	447
～451,	 454,	 461,	 464,	 466～468,	 470,	
472,	474,	475,	477,	478,	480～482,	543,	
544,	546,	550

寺山屋敷	 499
天神橋	 40,	101～103



vii

索　　　引

九品寺	 451,	452
杭全庄	 154～157,	165,	169
杭全神社	 155
熊野街道
	 	 13,	36,	45,	46,	53,	87,	100,	128,	138
鞍作（蔵作）	 224,	279,	285
源光寺	 285
顕証寺	 332,	333
光永寺	 156,	288
興正寺	 280
光善寺	 291
高津		 40
郡戸王子	 36,	55,	139
光徳寺	 278,	284,	288,	289,	303,	359
光明院	 40
高麗橋	 50
高麗橋通	 359,	360,	362,	506
光蓮寺	 285
鴻臚館	 102
国衙		 103,	114,	120
国府大渡	 102,	104,	113
国分村	 46
石町		 351,	359
小島		 73,	84,	86,	92
勝間		 44
木村		 46
木村布座	 146
粉浜		 44
小牧		 26,	343,	475,	478,	481,	514,	549,	550
昆陽		 79,	80
小山		 283,	285
誉田		 285

さ行

雑賀坊	 299～301
西光寺	 294,	295
在郷町	 5,	23,	25,	151,	169
西証寺	 292
堺　　9,	15,	17,	40,	55,	73,	82,	87,	146,	151,	

152,	157,	158,	161,	194,	196,	224,	225,	
279,	280,	282,	285,	287,	325,	326,	336,	
343,	345～347,	352～354,	356,	369,	414,	

415,	420,	526,	536,	541
堺筋		 45,	50,	109,	111
堺坊（御坊）	 276,	284,	295,	296,	299,	300
坂口王子	 36,	55,	139
鷺島庄	 146
佐野		 87
侍町		 394,	395,	421,	434
算用曲輪	 390
山陽道	 80,	82,	88
算用場	 496
慈恩寺	 45,	52
慈願寺　　211～215,	217～222,	224,	226,	227,	

279,	283,	285,	289,	293,	294
鴫野		 47,	49,	54,	82
志宜庄	 255
地下町	 118
慈光寺	 285,	295
寺社地	 6,	7,	357
下道		 52,	87
七名家	 164
四天王寺　　9,	14,	15,	22,	36,	39～41,	44～
47,	49～53,	55,	82,	101,	102,	107,	128～
138,	141～147,	152,	347,	348,	353,	356,	
358,	364,	369,	433,	466,	470,	534～537,	
542,	543

寺内		 192,	244
寺内之浦	 251,	253,	256
信太		 39
島之内	 546
島町		 18,	113,	351,	359,	363,	506
清水谷	 245,	382
清水谷屋敷	 499
清水町	 242,	245,	247,	248,	262,	267
下鳥羽	 73
下難波村	 547
十三小路屋敷	 499
夙川		 80
聚楽第　　11,	355,	356,	366～368,	406～408,	
415,	423,	427,	433,	541

聚楽町	 366,	367,	501
順興寺	 295
盛光寺	 285



vi

大坂城代屋敷	 499
大坂城二ノ丸　　26,	51,	192,	240,	241,	244,	
247,	248,	250,	252,	258,	344,	345,	357,	
363～365,	367,	368,	376,	378～380,	382,	
387～391,	 393～397,	 407,	 408,	 417～
422,	427～429,	431,	433,	434,	525～528,	
542,	543

大坂城本丸　　26,	192,	238,	248,	252,	344,	
345,	364,	365,	376,	380,	382,	389,	395～
397,	407～409,	419,	420,	422,	428,	520,	
525,	527,	528

大坂町中屋敷替え	 9,	17,	542
大坂の陣　　159,	161～163,	165,	169,	335,	
359,	487,	494,	501,	545,	548

大坂坊（坊舎）　　24,	50,	51,	56,	141～143,	
147,	201,	223,	224,	228,	229,	243,	253,	
284,	287～289,	296,	300,	303,	304,	520,	
535

大坂本願寺　　14,	23,	24,	27,	49,	51,	54,	56,	
76,	82,	84,	101,	109,	122,	129,	141,	143,	
147,	194,	195,	201,	234,	235,	238,	242,	
246,	250,	257,	258,	266,	275,	285,	288～
290,	294,	296,	298,	366,	466,	480,	516,	
518,	530,	534,	535,	538,	539

大坂屋敷	 547,	548
大沢橋	 49,	255
大手口	 389
大手通	 421,	501,	506,	509,	544,	546
大伴		 196,	334
大山崎	 157
大輪田泊	 77
大渡		 45,	103～105,	113
大渡王子	 115
岡山講	 284,	297
岡山坊	 297,	300,	301
御小人町	 509,	546
小坂		 50,	55,	73,	76,	77,	81,	87,	122
小坂王子	 116
織田上野屋敷	 380,	390
小橋寺町	 454,	456,	468
小橋村	 47
御祓筋	 36

帯状街区	 481,	544

か行

貝塚		 87,	321,	327,	328,	330,	331,	335,	506
海塚坊	 296,	298～301
嘉祥寺	 283,	299
片腹町	 356,	541
勝尾寺	 145,	146
上鳥羽	 73
上難波村	 547
亀井		 279
蒲生		 82
空堀		 385
唐物町	 506
瓦町		 361
神崎川	 74,	77～80,	99
願泉寺	 146
紀州街道	 50,	87,	88,	111,	335
岸和田	 87
北新町	 500
北中島	 75
北町　　242,	246～253,	256,	258,	259,	261～
263,	267

北町屋	 242,	246,	247,	252～254,	256,	258,	
261,	264,	539

吉右衛門肝煎地	 493,	494
木津		 41,	129,	130,	146,	285
木屋敷	 116
久太郎町	 546
久宝寺　　24,	152,	213,	220,	221,	224,	279,	

289,	292,	326～328,	330～335
久宝寺坊	 289,	292～294,	300
久法（宝）寺町	 546
京街道	 49,	355,	356
教行寺	 290
京都　　11,	49,	73,	90,	91,	345,	346,	350,	355,	
356,	367,	368,	406,	413,	426,	427,	432,	
433,	446,	448～450,	454,	464,	466,	472,	
480,	513,	535,	536,	543

窪津		 39,	45,	55,	104,	105
窪津王子	 115,	128,	139
久本寺	 348,	458,	463,	464,	479



v

索　　　引

【事　項】

あ行

藍屋町	 361
青屋口	 379,	391
青屋町	 242,	261
赤坂町	 361～363,	546
明石		 73
芥川		 73,	78,	79
足軽町	 6,	421
芦屋川	 80
飛鳥川	 81
安曇寺	 103
安土		 434
阿倍野	 53,	296
阿倍野王子	 53,	139
阿弥陀寺	 280,	285
有馬街道	 80
淡路町	 546
淡路町一丁目	 361
安堂寺町	 546
坐摩社　　103,	108,	113～115,	119～122,	351,	

360,	361,	534,	535,	542
生国魂社	 103,	256～258,	352,	534,	542
生田川	 80
生玉筋中寺町（北）　　454,	 456～458,	 461,	
462,	466～468,	470,	479

生玉筋中寺町（南）	 454,	456
生玉寺町	 454,	456
石川		 81
石津川	 83
和泉町一丁目	 364
磯島		 278
市町		 158,	167
猪名川	 78～80
今井		 243,	321～323
今橋通	 359,	360
今宮		 41,	44,	50,	129,	130
上堺町	 359,	501

上汐町筋	 36,	37
上本町	 359,	511
上町	　　9,	17,	18,	355,	358,	359,	362,	363,	
367,	370,	421,	452,	466,	470,	482,	495,	
496,	501,	502,	506,	508,	512,	513,	544～
546

上町筋	 350,	390,	501,	511,	513
上町台地　　12,	20～22,	36,	37,	39,	41,	44

～47,	49～56,	101,	113,	120,	127,	129,	
136～138,	143,	144,	146,	238,	241,	249,	
254,	264,	266,	267,	343,	347,	350,	351,	
356,	456,	481,	519,	533～535,	537,	539,	
546

上道		 52,	87
内安堂寺町通
	 	 36,	54,	457,	466,	468,	471,	481,	513
内鍛冶町	 359
内平野町	 495
鰻谷		 546
恵光寺	 284,	288
枝川		 79,	88
江戸		 11,	514
江戸堀	 549
榎並		 146,	285,	303
大井		 285
大石川	 80
大枝		 278
大川　　13,	14,	21,	50,	51,	55,	74,	100～102,	
104,	107,	109,	111,	112,	116～118,	120,	
127,	382,	385,	454,	470,	506,	534,	541,	
543,	548

大坂御坊　　51,	192,	257,	268,	275,	288,	290,	
302,	538

大坂寺内（寺内町）　　10,	16,	17,	22～24,	35,	
76,	122,	193,	194,	234～237,	239～244,	
251,	258,	261～264,	267,	268,	461,	472,	
539～542

大坂城	 26,	51,	344～346
大坂城三ノ丸　　26,	344,	345,	376～382,	386,	
389,	391,	393～397,	400,	408,	429,	495,	
525,	543

大坂城代	 245



iv

蜂須賀家政	 430
蜂須賀正勝	 414,	419
一柳市介	 348
藤原宗忠	 39
藤原頼長	 39,	40
文室宮田麻呂	 103
法円		 24,	201,	211～227
法光		 214,	215,	221,	222,	225～227,	283
保科弾正忠正貞	 500
細井政成	 417
細川晴元	 195,	290,	295
細川政元	 156,	192,	194

ま行

前田玄以	 382,	411,	413,	418
前田利家	 387,	430
増田長盛	 418,	434
松井友閑	 352,	353,	418～420,	431,	433,	526
松浦重政	 413
松浦安太夫	 297
松平忠明	 487,	494,	496,	545
真鍋真入斎貞成	 84,	85
万年長十郎	 501
源伝		 137
源綱		 118
三宅国村	 291
宮部継潤	 431
妙覚		 278
三好宗三	 74
三善為康	 132
三好長慶	 106
毛利重政	 426
毛利輝元	 388,	390,	426,	427,	431,	433
毛利吉成	 426

や行

安井九兵衛	 547
山内一豊	 548
山田清大夫	 495
結城秀康	 417
吉田兼見	 366,	413,	428
吉 半笑	 225

ら行

了源		 278,	279
了真		 283
蓮芸		 290
蓮淳		 285,	293
蓮如　　	 24,	50,	51,	54～56,	141～143,	181,	

186,	187,	190～192,	194,	200,	201,	211,	
212,	215,	217～221,	223～229,	240,	241,	
243,	244,	253,	258～262,	268,	275,	277,	
280,	283,	285,	287,	290～292,	295,	300
～302,	304,	519,	520,	534,	535,	538

わ行

渡辺翔	 108
渡辺重	 106
渡辺栄	 108
渡辺氏	 108
渡辺嗣	 108
渡辺告	 108
渡辺伝	 105
渡辺照	 106,	121
渡辺房	 108
渡辺孫三郎	 106
渡辺満	 106
渡辺実	 106



iii

索　　　引

さ行

西笑承兌	 52,	53
坂上広野麻呂	 155,	163
相良長毎	 430
相良長誠	 430
佐々成政	 424,	430
三条西公條	 51
三条西実隆	 40
慈春		 212
実賢		 275,	287,	295
実従		 245,	295
実順		 293
実真		 293
実如　　51,	184,	194,	218,	244,	280,	281,	284,	
285,	287,	297,	298,	302,	538

島津		 425
島津義久	 425
島津義弘	 425
下間光宗	 290
下間頼広	 291
綽如		 283
順如		 291
浄恵		 288
浄顕		 281,	302
正直屋棰井氏	 77
乗順		 284,	288
聖徳太子	 128,	131,	134～136,	142,	143,	146
証如　　192,	211,	244,	257,	260,	261,	281,	285,	
293,	295,	296,	298,	299,	302

白河院	 108
親鸞　　129,	135,	136,	141～143,	213,	214,	
275,	277,	282,	284,	287,	297

瑞渓周鳳	 80
祐長宗弥	 146
帥法印	 430
存覚		 223,	278,	279
存如		 224,	228,	278,	302

た行

平惟仲	 103,	104
高山右近	 417,	419

立花宗茂	 425
重源		 116,	128,	137,	138
長宗我部元親	 424,	430
津軽為信	 431,	432
津田宗及	 426
津田宗凡	 426
津田信澄	 240,	540
筒井順慶	 416,	419
津守国平	 114
津守経国	 114
鄭舜功	 68,	69,	71,	83,	85,	86,	88～93
鉄牛		 83
寺沢広高	 431
道顕		 282,	295
道祐		 217
徳川家康　　166,	327,	328,	330,	331,	334～
336,	387,	417,	418,	431,	487

鳥羽院	 133,	134
豊田定長	 414
豊臣（羽柴）秀次	 357,	426～429,	431～434
豊臣（羽柴）秀長	 410,	426,	427
豊臣（羽柴）秀吉　　3,	10～12,	25,	27,	77,	122,	
165,	240,	323～328,	330,	343,	344,	346
～348,	 350～358,	 365～368,	 376,	 404,	
406～410,	 412～420,	 422～427,	 429～
431,	433～435,	446,	450,	456,	461,	463,	
466,	470,	474,	476,	478,	479,	482,	487,	
506,	518,	537,	539,	541～545,	548～550

豊臣秀頼	 52,	362,	387,	406,	522

な行

内藤信正	 499
長岡（細川）忠興	 389,	415,	421
長岡幽斎	 415,	416
成安道頓	 547
二条宴乗	 54
丹羽長秀	 240,	540

は行

羽柴秀勝	 410
畠山政長	 156
畠山義就	 156



ii

【人　名】

あ行

明智光秀	 322
浅野長政	 418
足利義満	 46,	82
阿部備中守正次	 499
飯貝実孝	 245
生駒親正	 431,	433
石田正澄	 430
石田三成	 353,	418,	425,	433
出雲聖人	 133,	137
一遍		 135
稲葉重執	 413,	434
今井宗久	 424
宇喜多秀家	 426,	427
栄春		 211,	212,	227
叡尊		 117
遠藤氏	 108
遠藤家国	 107
遠藤為景	 107
遠藤為方	 107
遠藤為依	 107
遠藤信恒	 107
遠藤頼方	 107
遠藤依重	 107
大谷吉継	 426,	428,	434
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